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＜報道発表資料＞ 

令和８年３月６日 

京都市環境政策局循環型社会推進部資源循環推進課 

 

令和７年度 環境にやさしい「京都エコ修学旅行」 
「エコ・アクション＋１」の優秀校を表彰 

 

京都市では、「しまつのこころ」「もったいない」といった環境にやさしいライフスタイルやビジネスス

タイルの定着を目指すため、観光客の皆様にもごみの減量や分別に御協力いただいています。 

こうした中、環境にやさしい「京都エコ修学旅行」を推進しており、本事業参加校には、市内滞在中、

本市が定めた環境に配慮した取組（エコバッグの携帯、マイボトル（水筒）の持参など）を実践いただい

ています。 

また、これらの取組に加え、学校独自のエコな取組を推進する「エコ・アクション＋１」について参加

募集を行い、参加校から優秀校を選出し、表彰しています。 

この度、令和７年度の「エコ・アクション＋１」優秀校を選定し、表彰しますので、お知らせします。 

 

記 

 

【優秀校】 

● ５校（五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 【表彰】 

● 優秀校には、表彰状（みやこ杣木(そまぎ)木製銘板）と記念品（図書カード）を贈呈します。 

 

＜環境にやさしい「京都エコ修学旅行」について＞ 

● 修学旅行期間内に京都市内で宿泊する学校を対象に、４つの取組（アメニティグッズ持参、エコバ

ッグの携帯、マイボトルの持参、食事の食べ残しゼロ）から２つ以上を宣言し、市内滞在中に実践し

ていただいている。 

● これらの取組に加えて、学校独自のエコな取組を促進する「エコ・アクション＋１」について参加 

募集を行い、参加校から優秀校を選出し、表彰することで、本市が促進している２Ｒ（リデュース＝

ごみを出さない、リユース＝再使用する）を全国に発信している。 

● 令和７年度エコ・アクション＋１参加校 １２校 

 

足立区立竹の塚中学校（東京都） 

杉並区立東田中学校（東京都） 

墨田区立吾嬬第二中学校（東京都） 

深谷市立南中学校（埼玉県） 

碧南市立日進小学校（愛知県） 
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別 紙 

【優秀校の取組内容（概要）】 

学 校 名 足立区立竹の塚中学校 参加生徒数 ４１名 

取組内容 写真 

● 旅館内での節電と節水 

  使わない部屋はすぐに消し、洗面所の 

水道水も必要最低限の使用にした。 

● ごみの分別の率先実行 

● 京都の伝統文化を学ぶためだけではなく、

自分たちが長く使い続けるモノをつくるとい

う意識をもって、漆器加飾体験を実施した。 

● エコバッグ、マイボトルの持参 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜漆器加飾体験の様子＞ 

 

 

 

＜エコバッグ、マイボトル持参の様子＞ 
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学 校 名 杉並区立東田中学校 参加生徒数 ９３名 

取組内容 写真 

● ごみ分別の徹底 

● シャワーの節水 

● アメニティ（シャンプー等）使用量の削減 

● 京都を訪れる外国人へのインタビューの

実施 

「あなたの国で行っているエコ活動」に

ついてインタビューし、日本と世界のエコ

活動の違いの振り返りを行った。 

● 学年集会や広報誌による京都エコ修学旅

行の取組の呼びかけ 

 修学旅行実行委員が、学年集会等で自分

たちの言葉で他の生徒に呼びかけを行うこ

とにより、京都エコ修学旅行の基本的な取

組や「エコ・アクション＋１」を実践するよ

う促した。 

● エコバッグの作成・活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外国人インタビューのワークシート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学内広報誌による生徒への呼びかけ＞ 

 

 

＜作成したエコバッグ＞ 
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学 校 名 墨田区立吾嬬第二中学校 参加生徒数 １０９名 

取組内容 写真 

● 「吾二中のエコ・アクション＋ 1 」の 

作成・実施 

 生徒はこの中から 1 つ以上を自分のエ

コ・アクションとして取り組み、修学旅行中

の達成状況をビンゴ形式にして確認した。 

   

（吾二中のエコ・アクション＋ 1） 

① ゴミを分別する 

 ② 自分のゴミは自分で持ち帰る  

③ ゴミの出にくいものを買う 

④ 消し忘れゼロ （電気・テレビ・エアコン） 

⑤ 水の無駄使いをしない （シャワー・蛇口）  

⑥ トイレットペーパーを使いすぎない  

⑦ 食べられる量しか買わない  

⑧ いらない紙や袋をもらわない  

⑨ 使えるものは最後まで使う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜吾二中のエコ・アクション＋ 1 及びビンゴ＞ 

 

 

＜宿泊先での食べ残しゼロの呼びかけ＞ 

 

 

＜修学旅行のスローガン＞ 
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学 校 名 深谷市立南中学校 参加生徒数 １２６名 

取組内容 写真 

● ペットボトルキャップの回収 

  生徒一人ひとりが、班別行動時も含め、 

旅館でも積極的に回収した。 

● 紙コップ使用量の削減 

  紙コップの使用は、一人一日一個とし、 

旅館から提供されるお茶を飲む際は、生徒

が自分のマークを記入した紙コップ（マイ

コップ）を持参することで、ごみの削減を行

った。 

● エコ修学旅行の取組をビンゴ形式にして

自己評価 

 

＜ペットボトルキャップの回収の様子＞ 

 

 

＜マイコップの使用の様子＞ 

 

 

＜エコ宣言取組ビンゴ＞ 
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学 校 名 碧南市立日進小学校 参加児童数 ４６名 

取組内容 写真 

● 節電、節水 

  使わない部屋はすぐに消し、洗面所の 

水道水も必要最低限の使用とした。 

● 美化活動の実施 

円山公園から仁王門前までを歩く際に、

ごみ拾い活動に取り組んだ。 

● 宿泊施設へのエコ活動内容の掲示による 

取組促進 

  宿泊施設の内扉に「エコ活動」の内容を掲

示し、常に生徒自身の目に入るようにした。 

● 残菜０ 

旅館等での食事では、量が多く食べきれ

ない場合も友達と協力して食べるなど、残

菜０を目指して取り組んだ。 

 

 

＜美化活動の様子＞ 

 

 

＜宿泊先へのエコ活動内容の掲示の様子＞ 

 

 

＜学習発表会での振り返りの様子＞ 

 

 

 


